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人
工
授
精
に
か
ん
す
る
若
干
の
調
査

八
O

（
九
二
六
）

人
工
授
精
に
か
ん
す
る
若
干
の
調
査

田

中

実

は
　
し
　
が
　
き

　
疇
　
人
工
授
精
に
か
ん
す
る
法
学
的
研
究
を
始
め
て
か
ら
既
に
十
年
近
く
な

り
、
そ
の
成
果
は
、
『
人
工
授
精
の
諸
問
題
1
そ
の
実
態
と
法
的
側
面
』
（
慶

応
義
塾
大
学
法
学
研
究
会
刊
）
に
一
応
ま
と
め
て
お
い
た
が
、
こ
こ
数
年
来
、
さ

ら
に
実
態
調
査
の
方
法
に
よ
つ
て
、
人
工
授
精
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
も
明
ら

か
に
し
た
い
、
と
考
え
て
い
た
。
も
つ
と
も
、
前
掲
書
の
附
録
に
は
、
と
く
に

医
学
部
・
中
島
教
室
の
御
好
意
で
若
干
の
調
査
資
料
を
収
録
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
た
け
れ
ど
も
、
や
は
り
自
分
自
身
の
手
で
直
接
に
調
査
を
試
み
た

い
希
望
を
捨
て
か
ね
て
い
た
。

　
た
ま
た
ま
昭
和
三
十
四
年
か
ら
三
十
六
年
に
か
け
て
私
の
セ
ミ
ナ
ー
に
所
属

し
て
い
た
学
生
・
中
尾
光
佑
君
が
、
人
工
授
精
の
諸
問
題
に
興
味
を
寄
せ
、
卒

業
論
文
を
書
く
こ
と
を
私
に
相
談
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
同
君
と
協
議
の
上
、

こ
の
調
査
に
と
り
く
ん
で
み
る
こ
と
に
な
つ
た
。
幸
い
に
も
、
同
じ
セ
、
・
・
ナ
ー

に
所
属
し
て
い
た
学
生
・
松
沢
勝
君
等
の
助
力
が
得
ら
れ
、
ま
た
塾
当
局
か
ら

昭
和
三
十
五
年
度
（
後
期
）
学
事
振
興
資
金
に
よ
る
研
究
補
助
が
み
と
め
ら
れ
、

ま
こ
と
に
有
難
い
こ
と
で
あ
つ
た
。

　
二
　
調
査
を
実
施
す
べ
き
対
象
と
し
て
は
、
実
際
上
の
便
宜
か
ら
、
慶
応
病

院
・
産
婦
人
科
（
家
族
計
画
相
談
所
）
と
、
京
都
府
立
医
大
病
院
・
産
婦
人
科

と
の
二
病
院
を
選
び
、
診
療
な
い
し
相
談
に
み
え
る
患
者
お
よ
び
そ
の
配
偶
老

に
、
所
定
の
質
問
表
に
記
入
し
て
も
ら
う
と
い
う
方
法
を
用
い
た
。

　
ま
ず
、
慶
応
病
院
に
お
け
る
従
前
の
調
査
（
前
掲
書
附
録
参
照
）
を
参
考
と
し

て
一
応
の
質
問
力
ー
ド
を
つ
く
り
、
約
三
ヵ
月
間
の
予
備
調
査
を
行
な
い
、
そ

の
結
果
を
整
理
し
て
質
問
力
：
ド
に
多
少
の
修
正
を
加
え
、
あ
ら
た
め
て
本
調

査
に
と
り
か
か
つ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
残
念
な
こ
と
に
、
こ
の
調
査
の
途
中
で
、
中
尾
君
等
が
卒
業
し



て
し
ま
つ
た
ば
か
り
か
、
私
自
身
も
海
外
留
学
に
出
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
り
、
つ
い
に
予
期
ど
お
り
の
調
査
を
完
了
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
つ
た
。

準
備
し
た
質
問
カ
ー
ド
は
ま
だ
残
つ
て
い
る
の
で
、
他
日
、
機
会
を
み
て
調
査

を
続
行
す
る
つ
も
り
で
あ
る
が
、
と
り
あ
え
ず
、
こ
こ
に
は
、
右
の
予
備
調
査

お
よ
び
本
調
査
の
結
果
を
整
理
し
て
お
ぎ
た
い
。
カ
ー
ド
の
総
数
は
、
わ
ず
か

に
一
五
九
枚
で
、
当
初
の
私
の
計
画
か
ら
す
れ
ば
甚
だ
物
足
り
な
い
も
の
で
は

あ
る
が
、
そ
の
主
要
点
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

三男
　
一

年
　
　
　
齢

人
数

二
〇
歳
以
下

○

二
一
歳
ー
二
五
歳

一
四

二
六
歳
⊥
二
〇
歳

六
八

三
一
歳
ー
三
五
歳

六
〇

三
六
歳
ー
四
〇
歳

二

四
一
歳
以
上

六

　
　
　
　
調
査
の
結
果

こ
の
調
査
が
、
前
期
の
よ
う
に
二
病
院
の
産
婦
人
科
に
お
い
て
行
わ

　
　
　
女
［

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
、
診
療
な
い
し
相
談
に
み
え
た
人
々
の
み

　
　
　
　
　
　
無
記
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
対
象
と
し
た
結
果
、
カ
ー
ド
に
あ
ら
わ
れ

山
ハ
　
　
一
＝
＝
二
　
　
　
　
一
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
も
の
は
、
九
〇
％
ち
か
く
ま
で
が
、
婦
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
あ
つ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
　
年
齢
は
、
二
六
歳
な
い
し
三
五
歳
の
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
が
き
わ
め
て
多
く
、
そ
の
結
婚
年
数
は
、
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
な
い
し
五
年
の
も
の
が
多
い
。
ご
く
当
り
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
こ
と
だ
が
、
二
十
歳
代
の
前
半
で
結
婚
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
数
年
し
て
も
子
供
に
恵
ま
れ
な
い
の
で
病
院
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
診
療
を
受
け
る
と
い
う
の
が
、
一
般
的
な
場
合

　
人
工
授
精
に
か
ん
す
る
若
干
の
調
査

な
の
で
あ
ろ

う
。
も
ち
ろ

ん
、
男
と
女

と
で
は
違
う

は
ず
だ
が
、

女
が
圧
倒
的

多
数
な
の

で
、
し
い
て

区
別
す
る
必

要
を
み
と
め

な
か
つ
た
。

　
な
お
、
夫

婦
間
の
年
齢

差
に
つ
い
て

み
る
と
、
三

年
な
い
し
六
年
と
い
う
と
こ
ろ
が
、
も
つ
と
も
多
い
よ
う

で
あ
つ
た
。

　
五
　
学
歴
で
は
、
旧
制
の
高
女
・
新
制
の
高
校
が
最
も

多
く
、
旧
制
の
専
門
学
校
・
新
制
の
短
大
が
、
こ
れ
に
次

い
で
い
る
。
一
般
的
に
、
中
等
な
い
し
高
等
程
度
の
教
育

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一

結
婚
年
数

人
数

結
婚
年
数

人
数

年
齢
差

人
数

○
年

一

一
三
年

三

O
年

二
一
一

一
年

一

一
四
年

○

一
年

一
七

二
年

一
四

一
五
年

一

二
年

一
二

三
年

二
六

一
六
年

一

三
年

二
六

四
年

二
二

一
七
年

二

四
年

二
〇

五
年

三
〇

一
八
年

○

五
年

一
九

六
年

九

一
九
年

二四二

六
年

一
七

七
年

八

二
〇
年

七
年

七

八
年

九

二
四
年

八
年

五

二
六
年

一

九
年

三

九
年

六

一
〇
年

六

一
〇
年

七

二
七
年

一

一
一
年

三

一
一
年

一

三
〇
年

二

一
二
年

二

一
二
年

四

　
　
　
「

無
記
入
τ

二
二
年

二

と
い
う
と
こ
ろ
が
、
も
つ
と
も
多
い
よ
う

は
、
旧
制
の
高
女
・
新
制
の
高
校
が
最
も

専
門
学
校
・
新
制
の
短
大
が
、
こ
れ
に
次

般
的
に
、
中
等
な
い
し
高
等
程
度
の
教
育

一
四
年

一

一
五
年

一

一
六
年

○

一
七
年

一

無
記
入

三

（
九
二
七
）



　
　
　
人
工
授
精
に
か
ん
す
る
若
干
の
調
査

を
受
け
た
中
流
階
層
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
旧
制
の
小
学
や
．
新
制
の

小
学
・
中
学
が
皆
無
で
あ
つ
た
こ
と
は
、
注
目
に
価
し
よ
う
。
し
ば
し
ば
人
工

授
精
は
無
学
・
非
常
識
の
人
々
に
よ
つ
て
の
み
行
わ
れ
る
か
の
よ
う
に
い
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
い
る
が
、
事
実
は
け
つ
し
て
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

旧
　
　
　
制

新
　
　
制

大
　
　
学

○

大
　
学

四

専
門
学
校

二
七

短
　
大

二
二

＊

高
　
　
　
校

三
五

高
　
校

二
二

中
学
・
高
女

三
八

中
　
学

○

高
　
　
　
小

一
五

小
　
学

○

小
　
　
学

○

無
記
入

一

　
六
　
信
仰
す
る
宗
教
に
つ
い
て
み
る
と
、

信
仰
な
し
と
い
う
の
が
過
半
を
占
め
て
い

る
。
無
記
入
が
か
な
り
多
い
が
、
こ
れ
も
実

質
は
信
仰
な
し
に
近
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
信

仰
あ
る
も
の
の
方
で
は
、
仏
教
が
多
い
が
、

人
工
授
精
は
自
然
の
理
な
い
し
神
の
法
に
反

す
る
と
し
て
つ
よ
く
反
対
す
る
は
ず
の
カ
ト

リ
ッ
ク
が
若
干
あ
る
こ
と
は
、
注
目
す
べ
き

で
あ
る
。

＊
旧
制
高
校
の
数
が
意
外
に
多
い

　
の
は
、
旧
制
高
女
を
誤
つ
て
記

　入し

た
た
め
で
あ
ろ
う
と
推
測

　
さ
れ
る
。

無
　
　
記

信
仰
な

そ
の

カ
ト
リ
ツ

プ
ロ
テ
ス
タ
ン

神 仏
信
仰
す
る
古
示

入 し 他 ク ト 道 教
教

一　一

一『一一一一一
一 八 四 人

四 七 二． 三 四 六 八 数

　
七
　
職
業
で
は
、
当
然
の
こ

と
な
が
ら
、
主
婦
と
い
う
の
が

過
半
で
あ
り
、
か
な
り
差
を
お

い
て
、
自
家
営
業
・
公
務
員
な

ど
が
つ
づ
い
て
い
る
。
念
の
た

め
、
予
備
調
査
の
質
問
カ
ー
ド

に
は
な
か
つ
た
「
あ
な
た
の
配

偶
者
の
職
業
」
と
い
う
項
目
を

本
調
査
の
さ
い
に
加
え
て
み
た

と
こ
ろ
、
下
段
の
よ
う
な
結
果

に
な
つ
た
。

　
八
　
月
平
均
収
入
と
し
て
は
、

八
二

（
九
二
八
）

職
　
業

配
偶
者
の

職
　
　
業

主
　
　
婦

九
一

会
社
員

三
一

自
家
営
業

二
三

公
務
員

二
一

公
務
員

一
九

自
家
営
業

一
五

会
社
員

一
二

主
　
　
婦

五

農
　
　
業

五

農
　
　
業

四

自
由
業

一

自
由
業

二

そ
の
他

五

そ
の
他

三

無
　
　
職

一
五

無
　
　
職

二

無
記
入

二

無
記
入

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
万
円
な

い
し
五
万
円
程
度
が
大
部
分
を
占
め
、
従
前

の
慶
応
病
院
調
査
と
同
じ
結
果
が
み
ら
れ
た

が
、
要
す
る
に
、
中
産
階
級
と
い
う
こ
と
で

あ
ろ
う
か
。
二
万
円
未
満
の
も
の
よ
り
は
、

五
万
円
を
こ
え
る
も
の
の
方
が
、
だ
い
ぶ
多

い
。
調
査
対
象
と
な
つ
た
各
病
院
の
利
用
者

な
い
し
患
者
層
と
や
は
り
一
致
す
る
の
か
も

し
れ
な
い
。

月
平
均
収
入

一
　
万
円
未
満

一

一
万
－
二
万
円
未
満

九

二
万
－
三
万
円
未
満

六
五

三
万
－
五
万
円
未
満

五
七

五
万
ー
八
万
円
未
満

一
四

八
万
円
以
上

九

無
　
　
記
　
　
入

三



子
供
が
ほ
し
い
理
由

養
子
よ
り
自
分
の
子
供
が
ほ
し
い

九
七

子
供
が
好
き

六
〇

老
後
が
心
配
ま
た
は
淋
し
い
か
ら

一
二

相
続
人
が
ほ
し
い

二
一

淋
し
い
か
ら

一
七

他
人
の
子
供
が
う
ら
や
ま
し
い

一
一

世
間
て
い

四

優
生
学
（
遺
伝
の
関
係
）
上

二

何
と
な
く

二

血
液
型
（
R
h
因
子
の
関
係
）
上

一

そ
の
他

三

　
九
　
子
供
が
ほ
し
い
理
由
と
し

て
は
、
従
前
の
慶
応
病
院
調
査
と

同
じ
く
、
血
を
分
け
た
自
分
の
子

供
が
ほ
し
く
養
子
で
は
い
や
だ
と

い
う
も
の
が
圧
倒
的
に
多
く
、
子

供
が
好
き
だ
か
ら
と
い
う
も
の

が
、
こ
れ
に
つ
い
で
多
い
。
相
続

人
が
ほ
し
い
と
か
、
老
後
を
み
て

も
ら
い
た
い
と
か
い
う
よ
う
な
理

由
が
ず
つ
と
少
な
い
こ
と
は
、
十

分
注
意
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
働
き
手
と
な
る
者
が
ほ
し

い
と
い
う
項
目
を
設
け
て
お
い
た

が
、
ゼ
ロ
で
あ
つ
た
。

　
一
〇
　
人
工
授
精
に
よ
る
子
供
と
養
子
と
の
、

人
工
授
精
子

二
二
九

道
徳
的

三
六

養
　
　
　
　
　
子

七

非
道
徳
的

一

ど
ち
ら
で
も
よ
い

六

関
係
な
い

八
七

無
　
　
記
　
　
入

六

無
記
入

三
四

人
工
授
精
に
か
ん
す
る
若
干
の
調
査

い
ず
れ
を
好
む
か
と
い
う
一

　
　
　
般
的
な
質
問
に
対
す

　
　
　
る
回
答
は
、
つ
ぎ
の

　
　
　
と
お
り
で
あ
つ
た
。

　
　
　
　
人
工
授
精
子
を
希

　
　
　
望
す
る
も
の
が
圧
倒

的
に
多
い
こ
と
は
、
調
査
の
対
象
の
多
く
が
人
工
授
精
の
相
談
の
た
め
に
病
院

に
現
わ
れ
た
人
た
ち
で
あ
つ
た
と
い
う
事
実
か
ら
す
れ
ば
、
む
し
ろ
当
然
の
こ

と
で
あ
つ
て
、
大
し
て
意
味
の
な
い
こ
と
で
あ
つ
た
が
、
さ
ら
に
、
人
工
授
精

を
道
徳
的
に
ど
う
思
う
か
と
い
う
、
い
わ
ば
人
工
授
精
に
対
す
る
道
徳
観
を
問

題
に
し
た
質
問
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
結
果
で
あ
つ
た
。

　
関
係
な
い
と
す
る
も
の
が
過
半
を
占
め
、
積
極
的
に
道
徳
的
と
す
る
も
の
が

余
り
多
く
な
い
こ
と
は
、
人
工
授
精
の
道
徳
的
側
面
に
対
す
る
消
極
的
・
無
関
心

の
態
度
の
現
わ
れ
で
あ
り
、
ま
た
無
記
入
の
も
の
が
か
な
り
の
数
に
達
し
て
い

る
こ
と
は
、
懐
疑
的
な
人
が
少
な
く
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
、
と
い
え
よ
5
。

　
一
一
　
予
備
調
査
で
単
純
に
人
工
授
精
に
対
し
て
賛
成
か
反
対
か
の
質
問
を

出
し
た
と
こ
ろ
、
上
段
の
表
の
よ
う
な
結
果
と
な
り
、
つ
ぎ
に
、
本
調
査
で
こ

れ
を
改
め
、
A
I
D
と
A
I
H
と
を
対
照
さ
せ
て
質
問
を
出
し
た
と
こ
ろ
、
下

段
の
表
の
よ
う
な
結
果
と
な
つ
た
．
前
者
に
つ
い
て
、
反
対
・
わ
か
ら
な
い
・

無
記
入
な
ど
の
消
極
的
態
度
を
と
る
も
の
が
相
当
数
あ
り
、
ま
た
後
者
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
、
消
極
的
態
度
の
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
両
方
と
も
賛
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三

賛
　
　
　
成
　
五
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
I
H
だ
け
賛
成

反
　
塾
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
反
　
　
　
　
　
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

わ
か
ら
な
い
三

無
　
記
　
入
　
　
七

わ
か
ら
な
い

無
　
　
記
　
　
入

三三
八
三

の
が
減
少
す
る
と
と
も

に
、
A
I
H
だ
け
の
賛

成
者
が
三
〇
％
ち
か
く

み
ら
れ
る
こ
と
は
注
意

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
（
九
二
九
）



人
工
授
精
に
か
ん
す
る
若
干
の
調
査

養
子
を
む
か
え
る
考
え
は
あ
る

一
七

養
子
を
む
か
え
る
考
え
は
な
い

六
三

わ
か
ら
な
い

二
八

無
記
入

四
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
お
、
人
工
授
精
を
し
て
も
成
功

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
な
か
つ
た
と
き
に
．
養
子
を
む
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
る
意
思
が
あ
る
か
ど
う
か
と
の
質

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
問
に
つ
い
て
は
、
上
の
よ
う
な
結
果

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
あ
り
、
わ
か
ら
な
い
・
無
記
入
な

ど
の
よ
う
な
態
度
保
留
者
が
相
当
に
多
い
こ
と
は
、
人
工
授
精
に
対
し
懐
疑
的

な
人
が
少
な
く
な
い
に
し
て
も
、
や
は
り
養
子
が
好
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
を
示

す
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
も
、
従
前
の
慶
応
病
院
調
査
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ

る
。　

一
二
　
誰
の
精
液
を
望
む
か
と
い
う
質
問
に
つ
い
て
、
予
備
調
査
の
結
果

は
、
上
段
の
と
お
り
で
あ
る
。
全
く
知
ら
な
い
人
の
も
の
を
望
む
も
の
が
圧
倒

的
に
多
く
、
夫
の
近
親
者
の
も
の
と
い
う
の
が
少
数
あ
る
。
試
み
に
、
本
調
査

で
、
夫
と
い
う
項
目
を
入
れ
て
み
た
と
こ
ろ
、
下
段
の
よ
う
な
結
果
と
な
つ
た
．

無 そ 知 夫 全

の く
知

記 の 近 ら

親 な
い

入 他 人 者 人

五
七 三 ○ 六 八

無 そ 知 夫 全 夫

の く
知

記 の 近 ら

親 な
い

入 他 人 者 人

三 五
四 ○ ○ ○ ○＊ 七＊

＊　両者ともに回答したもの

　が八ある。

夫
の
も
の

を
希
望
す

る
も
の
が

多
数
を
占

め
、
全
く

知
ら
な
い

人
と
い
う

希
望
の
先
後

両
親
の
賛
否

夫
が
先

六
七

賛
　
　
　
　
成

三
四

妻
が
先

六
五

反
　
　
　
　
対

二

同
　
　
時

四

知
ら
せ
て
な
い

一
〇
一

無
記
入

二
五

無
　
　
記
　
　
入

二
一

生
　
　
む

一
一
八

中
絶
す
る

六

無
記
入

三
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四
　
　
　
（
九
三
〇
）

の
が
、
こ
れ
に
つ
ぎ
、
夫
の
近
親
者
お
よ
び
そ
の
他
と
い
う
も
の
が
皆
無
と
な

つ
た
。
依
頼
者
の
偽
り
な
い
気
持
が
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
に
せ

よ
、
家
族
制
度
的
意
識
が
む
し
ろ
薄
弱
で
あ
る
こ
と
は
、
注
目
に
価
し
よ
う
。

　
＝
二
　
夫
婦
の
う
ち
、
ど
ち
ら
が
先
に
人
工
授
精
を
希
望
し
た
か
と
い
う
質

問
で
は
、
夫
妻
そ
れ
ぞ
れ
約
同
数
で
、
わ
ず
か
に
夫
の
方
が
多
く
、
ま
た
、
両

親
の
賛
否
に
つ
い
て
は
、
大
多
数
が
秘
密
を
保
つ
て
お
り
、
相
談
し
た
も
の
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
は
、
大
部
分
が
賛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
成
に
な
つ
て
い
る
。
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ず
れ
も
、
慶
応
病
院
調

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
査
と
大
差
な
い
が
、
無

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
記
入
が
か
な
り
の
数
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
達
し
て
い
る
こ
と
は
、

何
と
な
く
ア
イ
マ
イ
で
．
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
一
四
　
い
く
ぶ
ん
意
地
の
悪
い
こ
と
だ
つ
た
が
、
も
し
人
工
授
精
子
が
生
ま

れ
た
あ
と
で
夫
婦
間
に
実
子
が
で
き
た
場
合
ど
う
す
る
か
、
と
い
う
質
問
を
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
て
み
た
と
こ
ろ
、
大
多
数
が
生
む
と
回
答
し
、
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
少
数
が
中
絶
す
る
と
回
答
し
た
。
か
な
り
の
数
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
無
記
入
が
あ
る
こ
と
は
、
当
事
者
の
迷
い
を
示
す
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
で
あ
ろ
う
。

　
一
五
　
も
し
人
工
授
精
子
が
生
ま
れ
た
な
ら
ば
実
子
と
同
じ
愛
情
を
も
つ
て



育
て
る
確
信
が
あ
る
か
、

確
信
が
あ
る

二
二
四

確
信
が
な
い

○

わ
か
ら
な
い

八

無
　
記
　
入

一
六

と
の
質
問
に
対
し
て
は
、
大
多
数
が
確
信
が
あ
る
と

　
答
え
、
な
い
と
答
え
た
も
の
が
皆
無
で
あ
つ
た
の

　
は
当
然
と
し
て
も
、
不
明
と
無
記
入
が
若
干
あ
る

　
こ
と
は
、
，
当
事
者
の
気
持
の
割
り
き
れ
な
さ
を
示

　
す
も
の
で
、
大
き
な
問
題
を
ふ
く
む
の
で
は
な
い

　
か
と
思
わ
れ
る
。

あ
　
と

が
　
き

　
繭
六
　
今
回
の
調
査
の
主
要
点
は
、
お
よ
そ
以
上
に
摘
記
し
た
と
お
り
で
あ

る
．
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
ほ
か
に
も
、
回
答
を
求
め
た
問
題
点
は
、
い
く
つ

も
あ
る
が
、
あ
ま
り
重
要
で
も
な
い
よ
う
な
の
で
．
こ
こ
に
は
割
愛
す
る
。

　
こ
の
調
査
の
不
徹
底
・
不
十
分
で
あ
る
こ
と
は
、
自
認
せ
ざ
る
を
え
な
い

が
、
そ
れ
で
も
、
人
工
授
精
の
希
望
者
が
現
在
か
な
り
の
多
数
に
上
り
、
辛
棒

づ
よ
い
熱
意
を
示
し
て
い
る
こ
と
、
一
般
に
中
等
な
い
し
高
等
程
度
の
教
育
を

受
け
た
中
産
階
級
が
多
い
こ
と
、
家
族
主
義
的
観
念
よ
り
は
、
む
し
ろ
自
分
の

子
が
ほ
し
い
と
い
う
自
然
的
・
本
能
的
な
家
族
感
情
ー
あ
る
い
は
、
い
わ
ゆ

る
家
族
へ
の
逃
避
欲
求
1
に
つ
よ
く
動
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
宗
教
的
な
い

し
道
徳
的
側
面
か
ら
の
関
心
の
低
い
こ
と
．
人
工
授
精
子
に
対
す
る
気
持
が
割

り
き
れ
て
い
る
よ
う
で
．
や
は
り
意
識
の
底
に
は
割
り
き
れ
な
い
も
の
が
沈
ん

で
い
る
ら
し
い
こ
と
、
等
々
の
諸
点
が
多
少
と
も
明
ら
か
に
な
つ
た
こ
と
と
思

　
　
　
　
人
工
授
精
に
か
ん
す
る
若
干
の
調
査

5
’
。　

最
近
、
未
婚
の
婦
人
が
人
工
授
精
子
を
も
つ
た
と
い
う
手
記
が
公
表
さ
れ
た

り
（
婦
人
公
論
・
昭
和
三
七
年
四
月
号
）
、
人
工
授
精
を
し
た
妻
と
夫
と
の
心
理
的

葛
藤
を
テ
ー
マ
と
し
た
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
が
放
送
さ
れ
る
（
T
B
S
テ
レ
ビ
・
昭

和
三
七
年
四
月
二
六
日
夜
）
な
ど
、
人
工
授
精
が
い
つ
そ
う
世
間
の
人
々
の
注
目

を
集
め
る
に
い
た
つ
て
い
る
折
か
ら
、
私
は
今
後
も
な
お
機
会
を
み
て
徹
底
的

な
調
査
を
続
け
、
現
在
お
よ
び
将
来
に
わ
た
る
人
工
授
精
の
諸
問
題
に
ア
プ
・

ー
チ
し
て
ゆ
き
た
い
、
と
考
え
て
い
る
。
（
一
九
六
二
・
五
・
三
）

八
五

（
九
三
一
）


